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の日系人のうち、もっとも多く居住しているのが、カリフォルニア州（約35万3 千）、ついでハワイ











































































































畑 の作業 を手伝うかたわら、海岸やヒマラヤ杉の森では幼なじみのイシュマエ ルという少年ととも
に自由奔放に遊び、自然を享受する。彼女はそのようなときにこそ本当に自分 が開放されると感じ
ている。ハツエ に日本人らし さを身 につけてほしい と願う母 は、彼女をシゲムラという夫人のもと
へ通 わせるが、ハツエは茶道、書道、活け花 を習うと同時 に、「日本人女性」とはいかなるものかを
教わることとなる。上品な立 ち居振 る舞いだけでなく、つつましさ、忍従、調和 といった言葉で表
されるような日本人女性 の精神性を教 え込 まれる。10 代の生気にあふれるハツエ は、ダンスがした
い、おしゃれがしたい と反発を感じながら も、シゲムラ夫人 の教育 を受け入れ、内面を隠す術を身
につけていく。
シゲムラ夫人の教育 は、ハツエ という一人 の日系2 世のアイデンティティーをいっそう複雑なも
のにしてしまう。日本人 の両親 から生 まれ、家族とは日本語 で話し、日本人女性 らしさを教え込 ま
れる一 方、幼いころからアメリカ人の子供たちと遊 んで育ったハツエ は、日本の地を見たこともな
い。彼女にとっては、自分が生まれ育った このアメリカの小島こそがふ るさとであり、 この海や森
が彼女がもっ とも自分を開放で きる場所である。しかし、イシュマエルとの恋を、強制退去によっ
て引 き裂かれるハツエ は、自己 のアイデンティティーをも引き裂かれてし まう。 本人 の素性 も意志
もまったく関係なくアメリカ人 の憎むべき敵「ジャップ」 と熔印 を押され、 ひどい扱いを受 けるこ
との不条理に、若いハ ツエは激しく悩み苦しむ一 自分はいったい何人なのかと。
ハツエの場合、強制収容 を経験し、同じ く日系2 世のカブオと結婚 することで、日系人 としての
意識を強めていくことになるが、彼女が体験した自己のアイデンティティーへの疑問や葛藤は、多
くの日系人 が実際に体験してきたものである。
平成14 年6 月NHK 教育放送で放映された 『月のウサギー 日系アメリカ人 強制収容 の記録』
（1999 年、ワビ・サビ ・プロダクション制作）という番組は、第二次大戦中に行われた日系人 に対
する強制収容 についてとりあげたものであった。 その中に出演した2 世 の人たちは、アメリカで生
まれ育ち、英語を話し、アメリカ人であることを疑わぬ自分たちが、なぜ日系人というだけでその
ような差別を受けるのか理解できなかったと語る。し かし同時に、番組のタイトルが示唆するよう



















同士であっても、後からやって きた移民 は、先に来て定着していた移民 から差別されたという歴史




有能な労働者 としての日系人に対して覚 える脅威- これらの ものが蓄積していたところへ、真珠
湾への奇襲が起爆剤となって強制収容にいたったと考えられている。
市民権を与えられていた日系2 世らも強制収容の対象になったことについては、当時政府が彼ら
を「非外人」 と呼んでいたことを干がかりに考えると、理解しやすいかもし れない。1942 年5 月12
日に発令された強制退去の指令では、日系1 世を「外人（alien）」、2 世以下を「非外人（non-alien ）」
と呼んでい る。1 世は帰化を認められていなかったから、外人と言えるだろうが、2 世は市民権を与
えられていたのであるから、この「非外人」という呼び方には、「市民権 を与えてい るから外人 とは
呼 べないが、 といってアメリカ国民 とも呼びたくない」 という政府や、アメリカ国民全般の感情が
色濃 く反映されていると思われる。戦争が勃発し、ドイツ人、イタリア人、日本人 が公式に「敵性
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